
1　数と計算（p.2〜23）

【正の数・負の数①】

解法のポイント
　●計算順序
　　累乗→かっこの中→乗除→加減の順に計算
　●素因数分解
　　ある整数を素数の積の形で表すこと
　　素数は1とその整数自体でしか割り切れない整数のこと
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【正の数・負の数① 】 p.2〜3
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【正の数・負の数②】

解法のポイント
 ●絶対値
 　数直線上で，ある数に対応する点と原点との距離を絶対
値という。

 ●累乗
 　同じ数をいくつかかけたものを，その数の累乗という。
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p.4〜5【正の数・負の数②】
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【正の数・負の数③】

解法のポイント
 ●逆数
 　 2 つの数の積が 1 のとき，一方の数を他方の数の逆数という。
 ●分配法則
 　（a＋b）×c＝a×c＋b×c

 　c×（a＋b）＝c×a＋c×b
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p.6〜7【正の数・負の数③】



【文字式①】

解法のポイント
 ● 1 次式の加法
 　文字の部分が同じ項どうし，数どうしを加える。文字の
部分が同じ項を同類項という。

 ● 1 次式の減法
 　ひくほうの式の各項の符号を変えて加える。
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【文字式① 】 p.8〜10
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【文字式②】

解法のポイント
 ●代入
 　式の中の文字を数におきかえることを，文字にその数を

代入するという。
 ●式の値
 　代入して計算した結果を，そのときの式の値という。
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【文字式② 】 p.11〜14
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【文字式③】

解法のポイント
 ●単項式
 　数や文字についての積だけでつくられた式を単項式という。
 ●次数
 　単項式で，かけられている文字の個数を次数という。
 　多項式で各項の次数で最も大きいものを多項式の次数という。

1

① ② ③

④ ⑤ ⑥

⑦ ⑧ ⑨

⑩ ⑪ ⑫

⑬ ⑭ ⑮

⑯ ⑰ ⑱

⑲ ⑳ 21

22 23 24

25 26 27

28 29 30

31 32 33

34 35 36

37 38 39

40 41 42

43 44 45

46 47 48

49 50 51

52 53 54

55 56 57

58 59 60

61 62 63

64 65 66

1

67 68 69

70 71 72

73 74

2 3 4

5 6

7 8

9 10 11

12 13 14

15 16 17

18 19

20 21

22 23

24 25

26 27

28

29

30 31

32

33

① ② ③

④ ⑤

【文字式③ 】 p.14〜16
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【展開・因数分解①】

解法のポイント
 ●展開
 　単項式や多項式の積の形の式を，かっこをはずして単項
式の和の形で表すことを，もとの式を展開するという。
 ●因数分解
 　多項式をいくつかの因数の積の形に表すこと。

1

1 2

3 4

5

2

1 2

3 4

5 6

7 8

9

3

4

1 2

3 4

5 6

7 8

9 10

11 12

13 14

15 16

17

18 19

5

6

【展開・因数分解① 】 p.17



【展開・因数分解②】

解法のポイント
 ●乗法公式
 　（x＋a)（x＋b）＝x2＋（a＋b)x＋ab

 　（x＋a）2＝x2＋2ax＋a2

 　（x－a）2＝x2－2ax＋a2

 　（x＋a)（x－a）＝x2－a2
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【展開・因数分解② 】 p.17



【展開・因数分解③】

解法のポイント
 ●因数分解
 　・共通因数をくくり出す。
 　・因数分解の公式（乗法公式の逆）を使う。
 　・共通して出てくる多項式を 1 つの文字で置き換えて
  考える。
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【展開・因数分解③ 】 p.18



【平方根①】

解法のポイント
 ●平方根
 　2乗するとaになる数を，aの平方根という。
 ●平方根の表し方
 　aが正の数であるとき，aの2つの平方根のうち，記号
 　√を使って，正の方を0a，負の方を－0aと表す。
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【平方根① 】 p.19～20



【平方根②】

解法のポイント
 ●根号をふくむ数の表し方
 　a，bが正の数のとき，a0b＝1a2b

 ●分母の有理化
 　分母に根号がない形に表すことを，分母を有理化すると
　 いう。
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【平方根② 】 p.20～21



【平方根③】

解法のポイント
 ●根号をふくむ式の計算
 　・同じ数の平方根をふくんだ式は同類項をまとめるのと
  同じようにして簡単にできる。
 　・根号の中ができるだけ簡単になるようにしてから計算。
 　・分母に根号があるときには有理化してから計算。
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【平方根③ 】 p.22～23



【 1 次方程式①】

解法のポイント
 ●等式の性質　
 　a＝bのとき，
 　①　a＋c＝b＋c　　②　a－c＝b－c
 　③　ac＝bc
 　④　 a─c ＝

b─c（c≠0)

1

1 2 3

4 5 6

7 8

2

3

4

5

6

7

8

2　方程式（p.24〜35）

【1 次方程式① 】 p.24



【 1 次方程式②】

解法のポイント
 ●移項
 　等式の一方にある項の符号を変えて，他方の辺に移すこと。
 ●いろいろな方程式の解き方
 　かっこのある方程式は，まずかっこをはずす。係数に小数
 や分数がある方程式は，係数が整数になる数を両辺にかける。
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【1 次方程式② 】 p.25



【 1 次方程式③】

解法のポイント
 ●文章題の解き方
 　①　求めるものをxで表す。
 　②　問題に含まれる数量をxで表す。
 　③　等しい関係にある数量を見つけ，方程式をつくる。
 　④　方程式を解いて答えを求める。
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【1 次方程式③ 】 p.26



【連立方程式①】

解法のポイント
 ●連立方程式とその解
 　 2 つ以上の方程式を組み合わせたものを連立方程式とい
う。連立方程式のどの方程式も成り立たせるような文字の
値の組を連立方程式の解といい，解を求めることを連立方
程式を解く，という。
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【連立方程式① 】 p.27〜28

1／2



8

9

10

11

12

( i )… (ⅱ)…

(ⅲ)…

13

14

1 2

3 4

5 6

2／2



【連立方程式②】

解法のポイント
 ●消去する
 　 2 つの方程式から片方の文字をふくまない 1 つの方程式
をつくることを，文字を消去するという。
 ●速さの問題で利用する関係式
 　速さ＝道のり─時間 ，道のり＝速さ×時間，時間＝

道のり─速さ

1

1 2

3 4

5 6

7 8

9 10

11 12

13 14

15 16

17 18

2

3

4

5

6

7

8

【連立方程式② 】 p.29〜30
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【連立方程式③】

解法のポイント
 ●加減法
 　左辺どうし，右辺どうしを加減して 1 つの文字を消去して
 連立方程式を解く方法を加減法という。
●代入法
 　一方の式を他方の式に代入して1つの文字を消去して連
立方程式を解く方法を代入法という。
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【連立方程式③ 】 p.31〜32



【 2 次方程式①】

解法のポイント
 ● 2 次方程式
 　移項して，（ 2 次式）＝0の形になる方程式を， 2 次方程
式という。

 ● 2 次方程式の解
 　 2 次方程式を成り立たせる文字の値を 2 次方程式の解という。
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【2 次方程式① 】 p.32～33



【 2 次方程式②】

解法のポイント
 ● 2 次方程式の解の公式
 　 2 次方程式 ax2＋bx＋c＝0の解は，
 　x＝ －b±89b

2－4ac
2a 　

 　これを解の公式という。
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【2 次方程式② 】 p.33～34



【 2 次方程式③】

解法のポイント
 　2つの数や式をA，Bとするとき，
 A×B＝0ならば，A＝0またはB＝0
 2次方程式の左辺が因数分解できるときは，左辺を因数分解
して，この性質を利用して解くことができる。
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【2 次方程式③ 】 p.34～35



3　関数（p.36〜49）

【比例・反比例①】

解法のポイント
 ●変数
 　いろいろな値をとる文字を変数という。
 ●関数
 　変数xの値を決めると，それにともなって変数yの値も
 ただ 1つに決まるとき，yはxの関数であるという。
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【比例・反比例① 】 p.36



【比例・反比例②】

解法のポイント
 ●比例
 　yがxの関数で，y＝ax（a≠0）で表されるとき，yはxに
 比例するという。
 ●比例定数
 　比例を表す式y＝axの定数aを比例定数という。
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【比例・反比例② 】 p.3７



【比例・反比例③】

解法のポイント
●反比例
 　yがxの関数で，y＝ a─x（a≠0）で表されるとき，yはxに
 反比例する という。
 ●比例定数
 　反比例を表す式y＝ a─x の定数aを比例定数という。
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【比例・反比例③ 】 p.38



【 1 次関数①】

解法のポイント
 ● 1 次関数
　 2つの変数x，yについて，yがxの 1次式で表されると
き，yはxの 1次関数であるという。

 ● 1 次関数の式
 　定数a（a≠0），bを用いて，y＝ax＋bのように，xに
 比例する部分と定数の部分の和で表される。
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【1 次関数① 】 p.39



【 1 次関数②】

解法のポイント
 ●変化の割合
 　xの増加量に対するyの増加量の割合を変化の割合という。
　　変化の割合＝ yの増加量─xの増加量
 ● 1次関数の変化の割合
 　 1次関数y＝ax＋bの変化の割合は一定でaに等しい。
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【1 次関数② 】 p.40～41



【 1 次関数③】

解法のポイント
 ● 2元 1次方程式のグラフ
 　 2元 1次方程式ax＋by＝cのグラフは直線である。
 ・a＝0の場合(y＝k）のグラフはx軸に平行な直線
 ・b＝0の場合(x＝h）のグラフはy軸に平行な直線
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【1 次関数③ 】 p.41～42



【 2 乗に比例する関数①】

解法のポイント
 ● 2 乗に比例する関数
 　yがxの関数で，y＝ax2（aは0でない定数）で表されるとき，
yはxの 2乗に比例するといい，aを比例定数という。
　対応するx2とyの商 y─x2は一定でaの値に等しい。
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【2 乗に比例する関数① 】 p.42〜44



【 2 乗に比例する関数②】

解法のポイント
 ●関数y＝ax2のグラフ
 　関数y＝ax2のグラフは，次の特徴をもつ，なめらかな曲
線になる。この曲線を放物線という。
 ・原点を通る　　・y軸について対称
 ・a＞0のときは上に開き，a＜0のときは下に開く
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【2 乗に比例する関数② 】 p.45〜47



【 2 乗に比例する関数③】

解法のポイント
 ●変化の割合
 　xの増加量に対するyの増加量をの割合を変化の割合という。
　変化の割合＝ yの増加量─xの増加量
　関数y＝ax2では変化の割合は一定ではない。
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【2 乗に比例する関数③ 】 p.47〜49



4　図形（p.50〜83）

【中1までの図形①】

解法のポイント
 ●垂直二等分線の作図　　　　●角の二等分線の作図
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【中 1 までの図形① 】 p.50〜55
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【中1までの図形②】

解法のポイント
 ●垂線の作図
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【中1までの図形③】

解法のポイント
 ●おうぎ形
 　半径r，中心角a°のおうぎ形について，
　・弧の長さ　l＝2πr× a─360
　・面積　S＝πr2× a─360
　・S= 1─2 rl
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【中2までの図形①】

解法のポイント
 ●対頂角
 　 2 つの直線が交わってできる 4 つの角のうち，向かい
合っている角を対頂角という。対頂角は等しい。

 ●平行線と角
 　 2 つの平行な直線に 1 つの直線が交わるとき，同位角は
等しく，錯角は等しい。
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【中 2 までの図形① 】 p.65〜67
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【中2までの図形②】

解法のポイント
 ●三角形の合同条件
 　2つの三角形は，次のどれかが成り立つとき合同である。
　①　3組の辺がそれぞれ等しい。
　②　2組の辺とその間の角がそれぞれ等しい。
　③　1組の辺とその両端の角がそれぞれ等しい。
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【中 2 までの図形② 】 p.67〜69



【中2までの図形③】

解法のポイント
 ●仮定と結論
 　「〇〇〇ならば□□□である」という形で述べられること
の，〇〇〇の部分を仮定，□□□の部分を結論という。

 ●証明
 　仮定と結論を明確にし，仮定と，正しいことがわかってい
ることを根拠にして結論を導く。
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【中 2 までの図形③ 】 p.69〜71
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【中3までの図形①】

解法のポイント
 ●三角形の相似条件
 　 2 つの三角形は，次のどれかが成り立つとき相似である。
 　・ 3 組の辺の比がすべて等しい。
 　・ 2 組の辺の比とその間の角がそれぞれ等しい。
 　・ 2 組の角がそれぞれ等しい。
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【中 3 までの図形① 】 p.72〜75



【中3までの図形②】

解法のポイント
 ●円周角の定理
 　①　 1 つの弧に対する円周角の大きさは，その弧に対す

る中心角の大きさの半分である。
 　②　同じ弧に対する円周角の大きさは等しい。
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【中3までの図形③】

解法のポイント
 ●三平方の定理
 　直角三角形の直角をはさむ辺の長さをa，b，斜辺の長さ
 をcとしたとき，次の関係が成り立つ。
　　a2＋b2＝c2

 　※「ピタゴラスの定理」ともよばれている。
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【データの活用（中1 ）①】

解法のポイント
 ●階級
 　データを整理するために用いる区間を階級という。
 ●度数分布表
 　データをいくつかの階級に分け，階級ごとにその度数を
 示した表を度数分布表という。　
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5　データの活用（p.84〜108）

【データの活用（中 1）① 】 p.84〜87



【データの活用（中1 ）②】

解法のポイント
 ●ヒストグラム
 　度数分布表をもとにして，階級の幅を横，度数を縦とす
る長方形を並べたものをヒストグラムという。

 ●相対度数
 　各階級の度数を，度数の合計でわったもの。
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【データの活用（中 1）② 】 p.88〜92



【データの活用（中1 ）③】

解法のポイント
 ●代表値
 　データの特徴を表す 1 つの値で，平均値，最頻値，中央
値などがある。
 ●中央値
 　データを小さい順に並べたときの中央の値。代表値の 1 つ。
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【データの活用（中 1）③ 】 p.92〜93



【箱ひげ図①】　①の年度の出題はありません。

【箱ひげ図②】

解法のポイント
 ●四分位数
 　データの値を小さい順に並べ，中央値を境に前半部分と後
半部分の 2 つに分ける。このとき，前半部分の中央値を第1
四分位数，データ全体の中央値を第 2 四分位数，後半部分の
中央値を第 3 四分位数，これらを合わせて四分位数という。
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【箱ひげ図② 】 p.94〜95



【箱ひげ図③】

解法のポイント
 ●箱ひげ図
 　最小値，第 1 四分位数，第 2 四分位数（中央値），第 3 四分
位数，最大値を長方形の箱と線（ひげ）で表したものを箱ひ
げ図という。この 5 つの値の間には，それぞれデータ全体の
約25％のデータが入っている。
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37

【確率①】

解法のポイント
 ●確率
 　起こりうるすべての場合が n通りあり，そのどれが起こ
ることも同様に確からしいとする。そのうち，ことがらA
の起こる場合がa通りあるとき，Aの起こる確率pは，
 　p＝ a─n
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【確率① 】 p.99〜101



【確率②】

解法のポイント
 ●確率の値の範囲
 　あることがらの起こる確率をpとすると，pの値の範囲は
0≦p≦1となる。
 p＝0とき，そのことがらは決して起こらない。
 p＝1のとき，そのことがらは必ず起こる。
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【確率② 】 p.102〜104



【確率③】

解法のポイント
 ●Aの起こらない確率
 　一般にことがらAについて，
 （Aの起こる確率）＋（Aの起こらない確率）＝1
 これより，ことがらAの起こる確率をpとすると，
 ことがらAの起こらない確率は，1－p 
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【確率③ 】 p.104〜106



【標本調査①】　①の年度の出題はありません。

【標本調査②】

解法のポイント
 ●標本調査
 　集団の一部を調査して，その結果から全体を推定する調
査を標本調査という。

 ●全数調査
 　調査の対象となっている集団全部について行う調査。
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【標本調査② 】 p.107



【標本調査③】

解法のポイント
 ●母集団
 　標本調査を行うとき，傾向を知りたい集団全体のこと。
 ●標本の大きさ
 　母集団の一部を取り出して実際に調べたものを標本とい
い，取り出したデータの個数を標本の大きさという。
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【標本調査③ 】 p.108
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